
10−　　−

ティーチャートレーニングをベースとしたワークショップによる保育士・幼稚園教諭の子どもの問題への対応に関する悩み等の変化

はじめに
　文部科学省によると学習面，行動面，対人関係

などの問題があり，特別な支援が必要な児童生徒

が通常学級内に約6.5％存在することが明らかに

なっている．幼児では，鳥取県における５歳児健

診では，9.6％の受診児に発達障害または知的障

害が疑われたことがわかっている1）．日本保育会

の調査によると調査に回答した保育園の92.7％

は発達面が「気になる子」がいると回答しており，

その内訳は「発達上の問題（「発達の遅れ」，「言語」

「理解力」など）」，「コミュニケーション（「やり

とり」「視線」「集団参加」など）」，「落着き（「多動」

「落着きのなさ」「集中力」など）」，「情緒面（「乱

暴」「こだわり」「感情のコントロール」など）」，

「運動面（「ぎこちなさ」「不器用」など）」2）の順

に多くなっている．同調査で気になる子の保育の

現状では，「大変むずかしい」と「ややむずかしい」

の合計割合が７割前後となっている2）．中島らに

よると保育園に発達面が気になる子どもが5.4％

存在することがわかっている3）．よって，幼児期

においても保育園に発達障害のある子どもが多く

在籍し，多くの職員がその対応に悩んでいると言
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要旨：幼稚園，保育園の教諭・保育士にティーチャートレーニングをアレン

ジして，大人数を対象としたワークショップを実施し，それによる子どもの

問題などへの悩みの変化を検証した．

　参加者にはワークショップの開始前と終了１週間後に「発達障害児が示す

様々な行動の問題や発達障害児の保護者への対応に関する悩みの有無につい

ての質問」と精神健康度をとらえるＫ６に回答してもらった．参加者で，ワー

クショップ前と１週間後に質問紙への回答をした70名の教諭・保育士のス

コアを分析した．

　その結果，発達障害児の保護者への対応，発達障害に関する知識，行動面

の問題が見られる児や自閉スペクトラム症児への支援などに関する項目のス

コアが改善した．
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える．

　このようなことから，学校では発達障害児等に

対し特別支援教育が実施されているが，幼児期に

おいても幼稚園，保育園などでの発達障害などが

ある子どもへの特別な支援を実施する必要があ

る．幼児期に子どもたちが示す問題の中で，行動

の問題は多くに見られる．多動・衝動性，落ち着

きのなさなどの行動の問題が目立つ注意欠如・多

動症（ADHD）の有症率は，メタ分析において7.2％

と算出されている4）．

　ADHDのある子どもの親へのトレーニングとし

て，ペアレントトレーニングがある5）．子どもの

行動マネジメントスキルに関するペアレントト

レーニングは問題行動とADHD徴候のコントロー

ルに効果がある6）ことがわかっている．

　行動面の問題がある子どもへの支援は，教諭や

保育士の精神的健康を保つためにも重要である．

子どもの問題行動は教師の仕事量を増やし，スト

レス感情につながる可能性も指摘されている7）こ

とから，子どもの行動の問題は教諭や保育士の精

神的健康度に大きな影響を与えると考えられる．

　ペアレントトレーニングと同様にそれを教師用

にアレンジしたティーチャートレーニング8）もそ

の効果が示されている．ティーチャートレーニン

グによって教諭，保育士が子どもに対して，効果

的な支援ができれば，子ども，教諭・保育士両者

に恩恵がある可能性がある．社会的，情緒的に有

能な幼稚園教諭は子どもとのポジティブな関係を

作り，静かで構造化された学習環境を提供し，彼

らの行動の問題を減らすことを含め，社会情緒ス

キルにポジティブな影響を与えることができる7）

と言われている．ティーチャートレーニングを実

施できると保育園や幼稚園での子どもの行動の改

善につなげられる可能性がある．

　しかしながら，ティーチャートレーニングは，

１グループの参加者が６-７名，５-６回のシリー

ズで実施されるプログラムとなっている8）9）．そ

のため，ティーチャートレーニングを受けられる

保育士，教諭は数が少ない上，多くの時間が必要

とされる．１回のワークショップで，ティーチャー

トレーニングがより多くの保育士，教諭に短時間

で提供できると理想的であるが，これまでそのよ

うな方法を実施し，効果を示した報告はない．

　そこで，本研究では，ティーチャートレーニ

ングの一部を大人数を対象とした単発のワーク

ショップで実施し，それによる保育士や幼稚園教

諭の子どもへの対応に関する悩みの変化を検証し

た．

方　法
１．対象
　長崎県こども未来課から，長崎県内の幼稚園，

認定こども園，保育園，教育委員会や市町の子育

てや健康保健等に係る行政機関などに本ワーク

ショップの開催を概要と共に通知し，希望者は同

課に参加申し込みをした．ワークショップは長崎

市，佐世保市，諫早市の県内３か所で実施した．

それらのワークショップに参加した保育士，幼稚

園教諭，保育教諭を対象とした．

２．プログラム内容
　対象者にワークショップを実施した．ワーク

ショップは第１著者が行った．第２著者がサポー

ト役として参加し対象者から質問があれば応じ

た．

　ワークショップのプログラム内容は次のとおり

である．

①子どもの行動の分類（１回目）の演習：担当児

童の「望ましい行動」，「望ましくない行動」，「許

しがたい行動」を分類し，表に整理してもらった．

②発達障害の特性に関する講義

③発達のとらえと目標シートによる演習：言語

面，認知面，行動，対人関係，情緒の各領域に関

する項目（表１）について教諭・保育士が担当児

童について「はい-〇」，「多少-△」，「いいえ-×」

のいずれかの回答をしてもらい，それぞれの領域
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の発達状況を考えてもらった．次に問題が見られ

る領域において，子どもに適した目標を考えても

らった．そして，目標を達成可能なスモールス

テップにするために立てた目標の３分の１程度の

達成度となる「３分の１目標」を立ててもらった．

例えば，「お集まりに最初から最後まで参加する」

という目標がある場合に「お集まりの最初のご挨

拶と最後のご挨拶のところは着席する」などの教

諭が掲げる目標のスモールステップとなる小さな

目標を立ててもらった．これらはいずれもグルー

プでディスカッションしてもらいながら，進めて

もらった．

④子どものいいところ探し＋子どもの行動の分類

（２回目）．子どものいいところを再度考え直して

もらい，①と同様の内容を実施してもらった．

⑤誉めることリストの作成：③で挙げた３分の１

目標，④で挙げた子どもの「好ましい行動」を参

照にして，５-６個の誉めることを挙げてもらい，

「誉めることリスト」に記載してもらった．

⑥行動を誉める実践：ワークショップ終了後に誉

めることリストを持ち返ってもらい，誉めること

リストに書いた「誉めること」に対する誉める対

応ができたら，チェックをする対応を，１週間の

子どもへのかかわりの中で実施してもらった．

３．実施方法
　４-５名の教諭，保育士などによるグループを

作り，グループディスカッションを通して前述の

プログラムを実施した．実施時間は約３時間で

あった．

　ワークショップ開始前とワークショップ終了か

ら１週間後に調査票に回答してもらった．ワーク

ショップ開始前の調査票はワークショップ時に，

ワークショップ終了後の質問紙は，各参加者に持

ち返ってもらい，5日間の誉める対応を続けた後

に記入及び郵送での返送をしてもらった．調査票

は無記名であったが，開始前の調査票と終了後の

調査票には，同一の番号を付し，同一回答者の前

後のデータが比較できるようにした．

４．調査内容
　ワークショップ前後に次の２つの調査票に回答

してもらった．

・著者が作成した調査票（付録）：発達障害児が

示す様々な行動の問題や発達障害児の保護者への

対応に関する悩みの有無についての質問項目20

項目を作成した．項目作成において，包括的に子

どもの問題への対応の悩みを評価できるように発

達障害に関する知識に関する１項目（項目４），

ADHD児に見られやすい行動に関する５項目（項

目５〜９），自閉スペクトラム症（ASD児）に見

られやすい問題に関する５項目（項目10〜14），

情緒の問題に関する２項目（項目15，16），日常

生活行動に関する２項目（項目17，18），感覚運

動に関する２項目（項目19，20），発達障害児の

保護者への対応に関する３項目（項目１〜３）を

作成した．項目作成において武市ら10）が保育園

入所前の広汎性発達障害児やADHD児に関する特

徴を示した研究を参照したが，項目の内容は独自

に作成した．

　被験者は，「全く悩んでない」〜「非常に悩ん

でいる」の４件法で回答する．該当する問題を持っ

てのいる子どもがクラスにいない場合は「そのよ

うな子どもはクラスにいない」に回答することと

した．

・Ｋ６11）：対象者の抑うつの評価として，

Kessler et al.（2003）により開発された尺度で

あるＫ６の日本語版12）13）を用いた．Ｋ６は６項目・

５件法の尺度であり，０〜24点（高得点ほどう

つ傾向や不安感が強い）で評価される．

５．分析方法
　著者が作成した調査票（付録）とＫ６のスコ

アについてワークショップ前と１週間後の差を

Wilcoxon検定により分析した．
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結　果
　ワークショップの参加者は174名であった．

　この中で２回目のアンケートを返送したのは

90名（51.7％）であった．学校教師が６名，そ

の他（行政関係など）が９名，５名は管理職であっ

たため除外した．そのため，70名の幼稚園教諭

又は保育士が対象となった．そのため，これら

70名の回答を分析した．分析対象の対象者は１

名が男性，69名が女性，職種は幼稚園教諭が10名，

保育教諭が20名，保育士が40名，担当児童は０-
２歳児担当が26名，３-５歳担当が44名であっ

た．

　表２には質問項目へのワークショップ前の回答

とワークショップ１週間後（５日間実施後）の回

答の差のWilcoxon検定による統計解析の結果を

示した．

考　察
　表１のように「発達障害のある子どもの保護者

への話の仕方や対応方法がわからないため悩んで

いる」，「発達障害のある子どもの保護者の要望に

応えきれず悩んでいる」への回答に有意差が認め

られたことから，発達障害児の保護者への対応へ

の意識の変化が見られたことが推察される．ワー

クショップの中で，保護者への対応について説明

があったことや発達障害のある子どもへの対応方

法を演習で修得できたことが教諭・保育教諭の保

護者対応への意識を変容させたと考えられる．

　「自閉症やADHDなどの発達障害に関する知識は

どのくらいありますか」の回答が有意に改善した

ことから，ワークショップの中での発達障害に関

する説明に加え演習の中での「発達のとらえと目

標シート」を用いた演習が発達障害の理解を促し

たと推察される．

　「落ち着きがない子どもへの対応で悩んでい

る」，「あまり考えずに衝動的に行動する子どもへ

の対応で悩んでいる」，「カッとなりやすい子ども

への対応で悩んでいる」，「わかっているのに指示

に従わない子どもへの対応で悩んでいる」などの

スコアに改善が見られたことから，行動面の問題

が見られる子どもへの対応に何らかの変化があっ

た可能性がある．演習において，行動のとらえ方，

良い行動に注目することなどを演習で習得しても

らったことで，行動の問題への対応方法に改善が

見られたと推察される．

　「他の人の気持ちがわからない子どもへの対応

で悩んでいる」，「他の子どもとの関わりが上手く

できない子どもへの対応で悩んでいる」，「言葉の

発達が遅い子どもへの対応で悩んでいる」，「こだ

わりが強い子どもへの対応で悩んでいる」，「偏食

など食事の問題がある子どもへの対応で悩んでい

る」などの回答に改善が見られたことから，ASD

の特性がある子どもへの支援においても対応に何

らかの変化があった可能性がある．子どもの発達

状態を的確にとらえ，目標を子どもの発達に合わ

せたり，スモールステップを重視したかかわりを

行ったり，子どもが応じやすい声掛けなどが本

ワークショップで修得されたものと考えられる．

　これまで，ティーチャートレーニングは，５〜６

回のセッションを実施する形式のものがあった8）9）．

しかしながら，本研究では一回のワークショップで，

幼稚園教諭や保育教諭の子どもへの関わりにおけ

表１．参加者の内訳
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る悩みが改善することが示された．ティーチャート

レーニングを実施する場合には，少人数での繰り

返しのセッションが必要になるが，本研究で実施し

たプログラムは，一回のワークショップで，多数を

対象とした取り組みが可能であり，ティーチャート

レーニングの要素を多くの教諭等に活用してもらう

ために効果的な一つの手段であると考えられる．

　本研究では，ワークショップ終了１週間後（５

日間実施後）までのデータしか収集していないた

めにワークショップの長期的な効果は検証できて

いない．そのため，今後，本研究で実施したワー

クショップの長期的な効果の持続についても検証

表２．子どもや保護者への対応に関する悩みとＫ６のワークショップ前後のスコアの比較
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する必要がある．
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Abstract

We examined the changes worries for childcare in kindergarten teachers and childcare workers 

after workshop based on the Teacher Training method.

Participants were asked to reply to a K6 and child management questionnaire about 

difficulties with management of children with developmental disorders and communication with 

parents just before and one week after the workshop. 

We compared the data of 70 participants from before and after the workshop, and result 

showed significant differences in scores of knowledge of developmental disabilities, 

difficulties in consultations with parents and difficulties with management of children with 

behavior problems and with autism spectrum disorders from before and one week later the 

workshop.

Key Words：developmental disorder, teacher's training, nursery school, kindergarten
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付録 

発達障害児が示す様々な行動の問題や発達障害児の保護者への対応に関する悩みの有無についての質

問票 

1. 発達障害のある子どもの保護者への話の仕方や対応方法がわからないため悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

2．発達障害のある子どもの保護者の要望に応えきれず悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

3．発達障害の可能性がある子どもがいるがそれを保護者に言えず悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

4．自閉症や ADHD などの発達障害に関する知識はどのくらいありますか 

①全く知らない  ②名前は聞いたことがあるがよくわからない ③少しだけ知っている   

④知っている  ⑤よく知っている 5．落ち着きがない子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる  

④悩んでいる ⑤非常に悩んでいる  

6．あまり考えずに衝動的に行動する子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

7．カッとなりやすい子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

8．すぐにケンカをする子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

9．わかっているのに指示に従わない子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

10．他の人の気持ちがわからない子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

11．他の子どもとの関わりが上手くできない子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

12．行事に参加できない子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

13．言葉の発達が遅い子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

14．こだわりが強い子どもへの対応で悩んでいる 
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①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

15．ぐずったり，すぐに泣いたりするなど情緒が不安定な子どもへの対応で悩んでいる  

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる   

16．過度に怖がる子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

17．排泄の問題がある子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる   

18．偏食など食事の問題がある子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる   

19．感覚が過敏すぎる子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  

20．不器用で運動が苦手な子どもへの対応で悩んでいる 

①そのような子どもはクラスにいない ②全く悩んでない ③少し悩んでいる ④悩んでいる  

⑤非常に悩んでいる  


